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論　　文　　の　　要　　旨

　本研究は雪イタリアンライグラスとトールフェスクとの属間交雑により両種の優れた特性を併せ

もっ晶種を育成するための基礎としてラ両種の交雑親和性の遺伝的変異。雑種F1植物の農業的特性ラ

複二倍身体植物の種子稔実率による選抜が後代の花粉稔性雪種子稔実率雪染色体数及び染色体対合

に及ぽす影響雪さらに両種の戻し交雑に伴なう後代系統の形態寄花粉稔性ラ種子稔実率ラ染色体数

及び染色体対合の変化について明らかにしたものである。

　イタリアンライグラスとトールフェスクの交雑親和性はうイタリアンライグラスとトールフェス

クの晶種問の組合せによって大きな差異が認められること雪また母親のイタリアンライグラスの遺

伝子型によって異なることを明らかにした。またヨ特定のイタリアンライグラスとトールフェスク

の晶種問で高い交雑親和性を示す場合が認められ雪それぞれの種の異なる遺伝子型の間で交互作用

が存在することも示された。

　イタリアンライグラスとトールフェスクとの雑種F王はヨトールフェスクに比べて分げつ力が旺盛

になるが草丈の伸長カがやや劣り争収量や早晩性は交雑に用いたトールフェスクの晶種に近くなる

傾向がみられた。しかしヨF。系統の中には，分げつ数雪草丈守収量において，トールフェスク晶種

より良好なものがみられたので曾交雑組合せを選ぶことにより優良な雑種Fエの育成が可能であるこ

とが明らかになった。

　イタリアンライグラスとトールフェスクの複二倍体の染色体の安定性を高めヨ種子稔実率を向上

させるためにラコルヒチン処理により作出した複二倍体について穿3世代にわたり種子稔実率につ

いて選抜を行ったが稔性個体率は向上しなかった。種子稔実率について選抜した植物について染色
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体数を調査したところ。2n二52～58と大きな差異を示した。これらの個体において事染色体数と稔

性の関係をみると。2n二54吾55事57雪58の異数体ではラ花粉稔性害種子稔実率とも2n＝56の正倍

数体と同等かこれよりも高い値を示した。そして、次代における稔性個体の出現率も2双＝55雪58の

個体では2n＝56の個体よりもやや低かったもののラ2n＝57の個体では2ザ56の個体よりも高い

値を示した。

　種子稔実率により選抜して得られた2r56の個体について。減数分裂第一中期（M亙）における染

色体対合を調査したところヨー価染色体数がやや減少する傾向を示したがヨニ価染色体数はほとん

ど増加を示さなかった。これらの結果から官複二倍体植物を細胞学的に安定させるのは極めて困難

であることが明らかになった。

　雑種Fユ（2ド28）にイタリアンライグラス（2む＝2、＝14）の戻し交雑を行った結果ヨ2n・・2五害

22ヨ24ヨ35のBC1檀物が得られた。2n＝21の個体はライタリアンライグラスのような穂状花序を持っ

ていたが，花粉稔性写種子稔実程度とも低かった。またヨMIにおいて高頻度で三価染色体が観察さ

れライタリアンライグラスとトールフェスクの染色体間で対合が起こっていると考えられた。この

2n＝21の個体に再度イタリアンライグラスの戻し交雑を行ったところラ2n＝15ラ16の個体が得ら

れた。これらはイタリアンライグラスと同様な穂状態花序を持ちヨ開花後霜の裂開と花粉の飛散を

示した。さらに2n＝15ヨ16の個体にリアンライグラスの戻し交雑をして得られた2n＝ユ4植物の大

部分のものはヨイタリアンライグラスと同様な外観を持ち。減数分裂第一中期において正常な染色

体対合を示した。しかし里この中にはトールフェスクの遺伝子が導入されたと推定される夏の再生

の良好な個体あるいは花粉稔性が普通のイタリアンライグラスに比べて明らかに低い個体が認めら

れた。

　雑種F1にイタリアンライグラスを戻し交雑しヨ得られた2n＝35のBCエ植物に再度イタリアンライ

グラスを戻し交雑した結果，2n＝23～26のBC。植物が得られた。これらの植物は雪分枝のある奇形

の穂状花序を持っており事花粉稔性ラ種子稔実程度とも2n＝26の個体以外は低い値であった。2ザ

26の個体では菊の裂開がみられ曾70％以上の花粉稔性を示したのでヨ四倍体のイタリアンライグラ

ス（2ド4、＝28）を戻し交雑をしたところ2n＝28個体のMIにおける染色体の対合様式はライタリ

アンライグラスの人為四倍体晶種とほぼ同様でヲ晶種としてて実用上問題のない程度の安定性を示

した。

　Fl（2n＝28）にトールフェスク（2n＝42）を戻し交雑したところヨこれらの植物はトールフェ

スクと同様な円錐花序をもっていたが穿開花しても菊の裂開がみられずラ花粉稔性はまったく無かっ

た。一価染色体の頻度が高かった2r35の個体に再度トールフェスクを戻し交雑したところヨBC。

植物と同様に開花しても約の裂開がみられず穿2r42の個体では事M亙において一価染色体と多価染

色体が多数観察されラ染色体の行動が不安定であった。再度これにトールフェスタの戻し交雑を行っ

たが霜の裂開がみられずヨ雄性不稔となりヲ染色体の対合は依然として不規則であった。これらの

結果からヨトールフェスクの戻し交雑による遺伝子の導入はライタリアンライグラスの場合に比べ

てかなり困難であることが明らかになった。
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　以上本研究で得られた結果から，イタリアンライグラス（2、）とトールフェスク問（6、）の属間

交雑育種においては事雑種F。植物（2ド28）にイタリアンライグラスの戻し交雑を行いヨトールフェ

スクの遺伝子をイタリアンライグラスに導入する育種方式が実用的な方法であると結論した。また雪

雑種Fユ櫃物の実用化の可能性についても明らかにすることができた。

審　　査　　の　　要　　旨

　イタリアンライグラスは多収で家畜の嗜好性に優れているが埋夏季の高温ラ乾燥に弱く多年利用

に適していない。トールフェスクは耐寒1耐暑性に優れているが冒乾物収量が低くヨ家畜の嗜好性

も悪い等の問題点が指摘されている。これらの問題点の解決のためにはヨ両草種の属間雑種による

新型植物の育成が期待れれている。しかしヨ遠縁交雑は遺伝的不安定性を示し育種上困難な問題が

多く、有効な育種方法の確立のためにはいくつか解決しなければならない基礎研究が必要である。

　本論文は曾イタリアンライグラスとトールフェスク属問交雑育種法の確立を目的として，両種の

交雑親和性ラ雑種Fユ植物の農業的特性ヨ複二倍体と両種の戻し交雑後代の稔性，染色体数及び染色

体対合の変化について詳細に研究したものである。

　両種の交雑親和性は言用いる晶種の組合せ問で差異がありヨしかも母親となるイタリアンライグ

ラスの遺伝子型によっても異なりラまたイタリアンライグラスの高い交雑親和性は遺伝的であるこ

とから骨組合せ選抜の重要性が指摘された。さらに，両種の雑種F1の生産カはヨ優れたF1系統の育

成が可能であることを示した。

　両種の雑種F｝に2、のイタリアンライグラスを反復親とした戻し交雑後代でトールフェスクの遺

伝子が導入された個体を得ることに成功した。

　両種の複二倍体（2n＝56）は雪細胞学的に不安定でありラトールフェスクを反復親とした戻し交

雑では望ましい結果は得られないことを明らかにした。

　以上の結果から、両種の属間交雑においてはイタリアンライグラスの戻し交雑によりトールフェ

スクの遺伝子を導入する育種方法が効率的な方法であることを考察した。

　本研究は事遺伝的変異を拡大しヨ育種効果の向上を目標に争牧草の属間交雑の生産カや細胞遺伝

学的研究を行い言遠縁交雑における問題点を明らかにするとともにヨ有効な育種方式を提示したも

のでありラ基礎ヨ応用両面に優れた論文と評価できる。

　よってヨ著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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